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賀川豊彦と中国
劉　家　峰*
　キリスト教（プロテスタント）の近代東北アジアにおける発展は、19世紀以来、欧米の差会
〔布教組織〕が大規模に布教活動を行った結果であることは疑いない。しかし、地域研究とい
う視点から東北アジア各国のキリスト教史を見てみると、それらはキリスト教の伝播・発展と
いう方面においてただ非常に似通った軌跡をたどっているということだけでなく、各国の教会
はまた絶え間なく深い交流を持っていたということを知ることができる。日本は韓国、中国な
どに対する侵略戦争を発動したが、このために東北アジア各国間のキリスト教相互交流が異常
なまでに複雑なものとなった。残念なことに、現在、東北アジア各国のキリスト教交流といっ
た方面の研究は、いまだ非常に手薄である1）。本稿は日本の著名な牧師・賀川豊彦と中国キリ
スト教との間の交流を個別の事例として中日キリスト教交流史の研究を行い、自らの浅薄な文
章を世に示すことで、よりよい論を引き出そうとするものである。専門家の方々のご教示を賜
らんことを希望する。
一、賀川豊彦と中国の淵源
　賀川豊彦は、日本現代史上重要な人物の一人で、多くの身分を兼ねる、著名な牧師、布教
家、労働運動の指導者、社会活動家、作家、学者、平和主義者であった。賀川豊彦は、日本に
おいて世界的に最も知名度のある日本人であると公認されている2）。第二次大戦期間中、賀川
は反戦を主張していたため、軍に何度も逮捕されたが、その評判は海外、特に中国とアメリカ
においては最高峰に達し、あの宋美齢でさえも「私は心底日本を憎んでいますが、神に対して
日本が滅亡するよう祈ることはできません。なぜなら、日本には中国のために涙を流して祈っ
てくださった賀川博士がいるからです」と述べたほどであった3）。日本の著名な雑誌『文芸春秋』
において、1964年に「現代日本の100大偉人」が選出されたが、賀川は社会行動部門において
 ＊ 華中師範大学中国近代史研究所教授、東西方文化交流研究センター副センター長
 1）日本と韓国のキリスト教の関係は日本と中国のキリスト教の関係よりもさらに緊密で、この方面の研究
論著はやや多く存在する。代表的な著作に日本留学の経験を持つ韓国人学者・呉允台の『日韓キリスト教
交流史』（東京：新教出版社、1968年）がある。
 2） Yusuke Tsurumi, “Toyohiko Kagawa”, Japan Christian Quarterly, Vol. 10 （April 1935）, pp. 111-112.
 3） 黒田四郎著、邱信典訳『賀川豊彦伝』（台北：人光出版社、1990）、194頁。
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10大偉人のうちの一人に選ばれた4）。しかし、時代が流れ行くにつれて、彼は日本人の視界か
ら次第にフェードアウトしていった。賀川に長年つき従った同志の一人が賀川の死去10年後に
書いた伝記の中で次のように述べている。「当時、あれほど有名であった賀川豊彦―五年間
全国を巡回し、その名を知らない者などいなかった賀川について、現在の若者たちはほとんど
彼のことを知らなくなってしまっている」と5）。たとえ、今日においてもなお日本の書店で賀
川の作品を目にすることができるとはいえ、若い日本人は必ずしもこの昔の偉人について熟知
しているわけではないのに、現在の中国人で彼の名前を知っている者などもっと少ないであろ
う。
　賀川は貴族出身ではあるが、彼が 4 歳の時に父母が他界したため、11歳の時に彼の叔父が彼
に資金援助して都会へと行かせ中学にて学ばせ、そこで彼の生涯を変えさせたアメリカ長老会
宣教師・メイアス（H. W. Meyers）と出会った。メイヤスは賀川を肉親であるかのように遇
し、彼に『聖書』を暗記させるなどし、賀川はその影響下1904年に洗礼を受け入信した。中学
卒業後、賀川は相次いで東京の明治学院および神戸神学校にて学んだ。彼は聡明かつ学問好き
で、よく勉強し、授業時には喜んで教授に質問していた。1909年のクリスマス前夜、彼は神戸
の神川貧民窟へと移り住み、布教、教育、医療など貧民を救済する事業を開始したが、ここで
彼の妻である春子と知り合った。1914年に彼はアメリカのプリンストン大学および神学院で学
ぶ機会を得、 2 年間学んだ後、再び神戸へと戻ってきた。この時、彼は、貧民の救済を主とす
るといった事業策略を改め、労働運動を組織し始めた。彼は日本で最初の労働組合を設立し、
最初の労働学校を開設して、神戸の造船所のストライキを指導するなど、関西地区におけるそ
の影響は非常に大きかった。彼はまた農民協会や農業労働者政党を組織し、後に政府から弾圧
を受けた。1920年代後期、彼は東京へと移り、経済協力運動を推進し始めた。1929年には、彼
がリーダーシップを取って全国規模の「神国運動」を発起し、その目標として全国の信徒数を
100万にまで到達させると決め、彼はそのために各地を巡って講演するなど、その影響は非常
に大きかった。統計によれば、 4 年半という時間のうち、賀川は743日間に1859回講演し、聴
衆は787223人に達し、決意カードを手渡しした者は62410人にも上ったようである6）。第二次大
戦初期に、彼は力を尽くし率先して平和主義運動を提唱し、訪中して謝罪したりしたが、戦争
に反対したため逮捕されたりもした。しかし、太平洋戦争が勃発して後、彼の戦争に対する態
度およびアメリカに対する立場が一度変化した。戦争後、賀川は国家と社会の再建工作に積極
的に投資し、また世界連盟政府を構築するという平和運動にも着手した。彼は世界各国は独自
 4） Yuzo Ota, “Kagawa Toyohiko, A Paciﬁ st?”, in Paciﬁ sm in Japan: The Christian and Socialist 
Tradition, ed. Nobuya Bamba & John F. Howes （Kyoto: Minerva Press, 1978）, p. 169.
 5） この同志が、黒田四郎牧師である。『賀川豊彦伝』、 1 頁参照。その他、Yuzo Otaの論文、169頁も参照
されたい。
 6） 『賀川豊彦伝』、97頁。
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の憲法を持つが、唯一、戦争の主権だけは世界連邦政府に委ねるということを構想していた。
1948年、賀川は発起人となって、直ちに日本世界連邦建設同盟を設立し、月刊『世界国家』を
発行した。1954年には世界連邦政府副会長を務めた。1947年、1948年と 2 年連続してノーベル
文学賞の候補者に選ばれ、1955年には再びノーベル平和賞の候補者に選ばれた。そして、1960
年に72歳でこの世を去った7）。
　賀川と中国との関係は密接であった。賀川が指導した労働運動は、日本で留学していた多く
の中国人に影響したが、そのうちの二人は帰国後に革命家となった。一人は黄日葵である。彼
は1916年に日本へと留学して賀川が指導した労働運動を非常に高く評価し、1918年に帰国した
際には特別に賀川に詩を贈ったりもしたが、後に広西の第一位共産党員となった8）。もう一人
は1914年に吉林省から日本に赴き留学した王希天（1896-1923）である。彼は五四運動の先駆
者・周恩来の親友であったが、1923年の関東大地震の際に日本の憲兵に謀殺された。これらの
事実は、最近数年になってようやく広く世に知られるようになった9）。王希天は敬虔なキリス
ト教徒で、かつて中国衛理協会の幹事を務めていた。彼は賀川の貧民窟での事業を敬服してい
たため、賀川の『死線を越えて』を熟読し、またよく賀川を表敬するなどして、賀川の社会事
業の方法を学んだ。彼は、被害を受ける前まで、一貫して東京にいる中国人労働者および中国
人学生のために正当な権益を勝ち取ろうとしていた。賀川はかつて王希天に対して次のように
語っている。「いつになれば日本から貧乏な人がいなくなるだろうか。そうすれば、中国に貧
しい人の援助に行くのだが」と10）。
　中国初期のマルクス主義および社会主義思想はその大部分が日本の思想界からの重訳で、例
えば、北京で出版された『晨報副刊』には日本の社会主義者である河上肇、幸徳秋水、堺利彦
らの文章が連載されていた。1919年 7 月25日から 8 月 5 日にかけて、『晨報』に賀川が唯物史
観を批判した文章も連載されたが、しかし、決して彼の名前は記されなかった11）。1920年 8 月、
賀川は上海日本人キリスト教青年会と内山完造からの招待に応じて中国を訪問し、第 1 回「夏
季自由大学講座」の講師を務め、講座と早朝礼拝を 5 日間連続して行った12）。講座の合間に、
 7） 以上の略述は賀川豊彦に関する 3 種の伝記を参考とした。初期の伝記の多くは、西洋の宣教師が撰述
し、宣伝性を帯びていたが、事実方面においては誇張が多くみられた。例えば、William Axling, Kagawa 
（New York: Harper and Brothers, 1932）がある。比較的よい伝記として、前述の黒田四郎『賀川豊彦伝』
がある。最近の学術的伝記には、Robert Schildgen, Toyohiko Kagawa: Apostle of Love and Social Justice 
（Berkeley: Centenary Books, 1988）がある。日本国内の賀川豊彦に関する研究は非常に多いが、その詳
細な書目は、米沢和一郎編『賀川豊彦伝Ⅱ』（東京：紀伊国屋書店、2006年）参照。
 8） 呉忠才「広西第一個共産党員─黄日葵対革命事業的貢献」、『広西党史』、2000年 4 期、 5 頁。
 9） 長春王希天研究会編『王希天当案史料選編』（長春：長春出版社、1996年）。
10） 長春王希天研究会編『王希天紀念文集』（長春：長春出版社、1996年）、239頁。
11） 賀川の原文の題目は「唯心的経済史観の意義」で、『改造』1919年 7 月号に掲載されているが、『晨報』
の翻訳が発表された時、題目が「馬氏唯物史観的批判」に改められた。
12） 米沢和一郎編『賀川豊彦伝Ⅱ』（東京：紀伊国屋書店、2006年）、602頁。
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賀川は自ら上海の貧民窟の問題を調査した。陳独秀は日記の中で賀川の神戸の貧民窟での事業
を賞賛し、賀川のことを「良心を持つ学者13）」と称して、中国の労働者の指導者が賀川の言論
に注目するよう希望した。賀川はまた孫中山と会見する機会を得たが、会談から非常に大きな
啓示を得て、その視野を貧民教育、労働組合運動から植民地問題に対する関心へと拡大させ、
中国、朝鮮の悲惨な境遇に対して深い認識を持ち、また日本帝国主義を批判したりもした。し
かし、賀川は孫中山の談話を誤解し、彼を天皇崇拝者だと考えていた14）。
　1922年 4 月、賀川は清華大学から招待されて世界キリスト学生大会に参加し、さらに胡適と
面会して、信仰と生命の問題について討論した15）。その後20年余りの間、賀川は相次いで何度
も中国に来て布教講演を行ったが、その大部分は中国教会の招待に応じたものであった。1934
年、賀川は上海で魯迅と会談した。中国在住の宣教師にとって重要な定期刊行物である『教務
雑誌』は、賀川の来訪についてそのたびに大幅な紙幅を割いて報道し、評論した。前世紀30年
代、賀川豊彦の名前と文章はしばしばキリスト教の重要な定期刊行物に登場し、彼が著作を出
版するたびにほぼ毎回すぐにその書評が『教務雑誌』に発表された。日中戦争の間も、彼は何
度も訪中して布教した。彼の名前は、今日海外に在住している中国人の説教においても時折言
及されている。中国の革命作家・柳渓（1924-）のベストセラー小説『戦争啓示録』において
も意外にも賀川が中国に来て布教したことが記されている16）。
　しかし、布教家および牧師としての賀川が、中国に影響を与えたのはやはり主としてキリス
ト教界に対してであった。彼は主として二つの顔を以って中国教会の面前に出現した。一つは
キリスト教の社会主義者であり、もう一つは、キリスト教の平和主義者である。本稿では主と
してこの二つの方面から賀川の中国における活動およびその影響を明らかにしたい。
二、キリスト教社会主義者としての賀川豊彦
　賀川は日本のキリスト教徒の指導者として、20～30年代に中国教会から注目されたが、それ
は主として彼が貧民窟の救済や日本の労働運動の指導において貢献したためであり、またキリ
スト教社会主義を宣揚したためであった。都市の貧民と農村の農民の問題は、ちょうど20年代
の中国キリスト教界、特に中華全国キリスト教協進会（NCC）を代表とする社会福音派の教
会員が力を尽くして解決しようとしていた問題であった。中国教会は、賀川のキリスト教社会
主義理論から「経験を学びとろう」と考えていた。1927年 8 月に中華全国キリスト教協進会が
13） 陳独秀『独秀文存』巻二（上海：亜東図書館、1922年）、101頁。
14） この会見に関して知る者は非常に少なく、具体的な研究は、浜田直也「孫文と賀川豊彦―1920年の上
海会談」、『孫文研究』第30号（2001年 7 月）、 1 -25頁を参照。
15） 丐尊「賀川豊彦氏在中国的印象」、『民国日報』副刊『覚悟』（1922年 7 月14日）、第一版。
16） 『戦争啓示録』（上、下巻）（北京：北京出版社、1996年）。
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上海で10日間にわたる「全国キリスト化経済関係」大会を開催し、特別に賀川と日本キリスト
教協議会の代表を招待した。賀川は大会中に二度正式に講演したが、その題目はそれぞれ「教
会と経済問題」および「日本社会運動」であった。また霊修の司会を四度行った17）。『教務雑誌』
の記事によれば、賀川は「講演と心ゆさぶる評論および批判により、大会の方向性を定めた」、
「彼は、主なるイエスの生活方式を実践すれば必ず生きていく上での問題は解決できると確信
し、この信念を会議に参加している代表たちに注ぎ込んだ」ということである18）。この方向性
こそが、すなわち賀川がこれまで一貫して主張してきた「キリスト教社会主義」である。この
理論に関して、賀川はこの会議の講演中および会議後に出版された中国語版の『キリスト教社
会主義』および『賀川豊彦評伝』19）の中で明確に述べている。　　
　賀川から見れば、キリスト教社会主義は、19世紀にイギリスのモーリス（F. D. Maurice）が
提唱することでようやく起こった運動ではない。彼は『キリスト教社会主義』の中で、使徒の
時代から中世紀までの共産生活、そして近代産業革命時代の各国のキリスト教社会主義運動
は、キリスト教がその1900年間の歴史の中で政治方面であろうと経済方面であろうと「事実上、
常に共産主義の生活を実現してきた」ことを説明していること、および「我々はこのような栄
光の歴史それ自体が、キリスト教社会主義の本質であると言わねばならない」ことを詳細に論
証している20）。彼は、また、キリスト教は決して単なる個人主義の宗教ではなく、愛を基礎と
する一種の偉大な社会運動であると考え、「これは、生理的、心理的、または道徳的に虚弱な
る者を危険から救い出すことをその職務上の志とする偉大なる愛の運動であり、永遠の生命の
運動であり、天国の運動であり、愛の社会主義運動である」とも述べている21）。賀川は、彼の
キリスト教社会主義論は、マルクスの唯物史観の基礎の上に成り立っているのではなく、唯心
的道徳史観であると声明するなど、マルクスの政治経済学理論に反対していた。彼は、生命価
値説、労働価値説、および人格価値説をもって商品主義と機械の奴隷制度に取って代え、愛を
基調として法律と政治を改めようとしたが22）、これこそが賀川のキリスト教社会主義の要旨で
あった。
　賀川が主張するキリスト教社会主義とは、すなわち「愛の社会主義運動」であり、したがっ
て、彼は特に武力政策には賛成しなかった。彼は共産主義の経済原則の実現を主張していた
17） 詳細は、中華全国基督教協進会編『基督化経済関係全国大会報告』（上海：1927年）。
18） The editor, “Christianizing China’s Economic Life”, The Chinese Recorder, 58 （1927）, pp. 639-640.
19） 『賀川豊彦評伝』は、協進会キリスト化経済生活委員により1928年 5 月に「経済改造叢書」として出版
されたもので、書名の前に「日本基督社会主義」という小表題が付けられている。原作者は上海女青年会
の荊徳で、彼は賀川の「私は早くから一人の社会主義者であり、唯物主義者ではなく、唯神主義者である。
私はキリスト教の社会主義者である」という言葉を引用している。この書の15頁参照。
20） 賀川豊彦著、阮有秋訳『基督教社会主義論』（上海：太平洋書店、1928）、 1 - 2 頁。
21） 同上、49頁。
22） 同上、49-50頁。
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が、日本のマルクス学説と労働者の暴動には終始反対し、次のように述べている。「私は“共
産主義”という用語は好きであるが、しかし、非常に残念なことにマルクス派がこの 4 文字を
独占している。……物質上の有無が相通じることは、ただキリスト教徒の生活の一側面に過ぎ
ない。我々はさらに一歩前に進まねばならない。もし我々が“山上の垂訓”を実行したなら、
それこそが本当の共産主義―人道の共産主義なのである。それは、‘与える’共産主義であ
り、‘奪う’共産主義ではないのである」と23）。彼は暴動に対しては妥協しないという態度を取
り、工業界においては「次第に改革することや順を追って日々進歩することのほうが革命より
もずっと良い」と考えていた。したがって、彼は何度も日本の左傾の労働組合との関係を絶ち、
甚だしきに至っては労働運動の統一を欠いても惜しんだりしなかった24）。
　1929年、賀川は日本全国で非常に勢力の大きな「神の国運動」を開始したが、その目標は
100万人の帰依者を獲得することであった。「神の国運動」の指導的思想は、賀川が提唱したキ
リスト教社会主義であった。『教務雑誌』や中国語の新聞・雑誌のうちのいくつかにおいて、
この運動が何度も紹介され、またこの運動の三つの方面についての指摘がなされた。すなわ
ち、智恵の方面とは「神を通してもたらされた新しい生活」であり、倫理の方面とは「神を通
してもたらされた新しい道徳」であり、社会の方面とは「神を通してもたらされた新しい社会」
ということであった。多くの宣教師および中国教会の指導者たちが、賀川の「神の国運動」は
1930年に中国キリスト教協進会が起こした「五年運動」の参考にすることができると考えてい
た。「五年運動」の目標の一つは、キリスト教徒の数を倍増させることであった25）。
　その後数年の間も、賀川はまた何度も訪中して中国教会と交流を持った。1930年 7 月26日～
8 月 4 日、中華キリスト教会は幹部活動会議を開催し、賀川は講演ゲストとして招待を受けた
が、ほぼ会議における最も光輝くスターのようであった。中華キリスト教会の西洋人幹事を務
めたケプラー（A. P. Kepler）は『教務雑誌』において会議の盛況を報じる文章を発表し、そ
の文章は全部で 6 ページあったが、うちほぼ丸々 4 ページを賀川豊彦の紹介に当てていた。彼
は賀川について「賢人の思想と聖人の神秘を結集させた」偉人であり、「中国を訪問したこと
のある最も偉大な人物のうちの一人で、その影響は末永く持続するであろう」と描写してい
た26）。賀川がこの会議において担当したのは、やはりキリスト教と社会改造にまつわる問題で
あり、神と聖霊の社会改造における地位について特に力を入れて講じた。彼は次のように述べ
ている。「私はとても急ぎ足で社会改造を目にしてきたが、それは私が一人の社会主義者であ
るからではなく、キリスト教徒であるからである」、「神がいなければ、労働運動はもはや美し
23） 『賀川豊彦評伝』、15-16頁。
24） 同上、16頁。
25） Editorial, “Mr. Kagawa’s Message”, The Chinese Recorder, 60 （1929）, p. 480. 
26） A. P. Kepler, “The General Workers Conference of the Church of Christ in China”, The Chinese 
Recorder, 61 （1930）, pp. 546-547.
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いものではなく、単なる闘争にすぎない」と27）。ケプラーの総括によれば、賀川が公衆の面前
で講じた哲学思想は、倫理上の神秘主義、社会化した個人主義および奉献的共産主義の三点で
あった。共産主義に関しては、賀川はイエスとマルクス、レーニンおよびスターリンを比較
し、「前者は奉献的、奉仕的および犠牲的共産主義であるが、後者は搾取的共産主義である」
と述べ、彼が理解していたキリスト教式共産主義観念について再度強調した28）。
　20年代末より、中国共産党の指導する農民運動が宣教師から注目されるようになった。共産
主義者が貧しく苦しい者のために生存の権利を勝ち取ることを主張したため、多くの宣教師た
ちが同情を寄せたが、しかしまたその暴力革命的手段には賛同できず、したがって、共産主義
の挑戦にいかに対応すべきかということが当時のキリスト教界が討論した中でも注目を集めた
話題の一つであった。1931年 1 月15日～18日、賀川は再度招待に応じて訪中して講演を行い、
また退修会の司会も務めた。彼は滬江大学で連続して三つの講座を行ったが、各講座のテーマ
はそれぞれ「キリスト教と社会秩序」、「十字架と社会」、「都市問題」であった。講演原稿はす
べて『教務雑誌』に掲載された29）。講演会に参加した人は、すべて各教会およびキリスト教団
体の指導者であったが、その中には協進会総幹事・誠静怡や金陵女子大学校長・呉貽芳なども
含まれていた。賀川はこれらの講座の中で、どのようにキリスト教教義を応用して社会秩序の
問題に対処するかについて明らかにし、さらに彼のキリスト教社会主義理論を宣揚した。賀川
はマルクスとイエスを比較研究し、マルクスは資本主義社会の弊害の分析という方面では正確
であるが、しかし、「マルクス主義は単なる病理学研究であり」、「社会の計画を再構築してお
らず、また新しい社会を建設するためのいかなる新たな思想をも提供していない」と評してい
た。しかし、賀川は依然としてマルクス主義の出現は良いことであったと考えていた。なぜな
らば、19世紀にはキリスト教は貧しい人のための事業を忘れてしまっていたが、「マルクス主
義は我々に十字架の意義を教えてくれた」からである。彼は次のようにも考えていた。「もし、
我々がイエスの十字架を実行したならば、もしかするともう二度とマルクス主義は必要ないか
もしれない」と30）。賀川は社会の再建に対して彼自身の主張を持っていた。彼はキリスト教が
軟弱無力であるのはそもそも「教会内部では互いに助け合うということが欠乏している」から
であると気付き、そのため、友愛運動（brotherhood movement）を懸命に先頭に立って主張
した。また、彼は、「共産主義はキリスト教友愛運動の結果に過ぎない」と考えていた。この
ような理想に基づき、賀川は国際協力を含んだ協力の重要性を強調した31）。
　賀川のマルクス主義に関するこれらの評論は、中国教会の教会員に思想の資源を提供し、彼
27） Ibid., p. 548.
28） Ibid..
29） The Chinese Recorder, 62 （1931）, pp. 141-143; 214-220; 290-295.
30） Toyohiko Kagawa, “The Cross and Society”, The Chinese Recorder, 62 （1931）, pp. 217-218.
31） Idid.
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の言葉はしばしば引用された。講演会に参加した中国教会のある教会員が賀川のことを「彼は
むしろ中国人のようであり、日本人らしくない」と評価している。賀川は東洋のキリスト教の
先覚で、「同時代のどんな人よりも、東洋の兄弟姉妹を励ます力があった」と考えられてい
た32）。中国教会の出版物から見れば、この講演の後、しばしば賀川に関する紹介や文章が掲載
されたが、このことは賀川の中国キリスト教界における影響が日増しに高まっていたことを示
している。また、特に社会福音を心から信服していた宣教師および中国教会の教会員の間では
賀川はほぼ学習して見習うべき模範ともなっていた。
　抗戦が勃発する10年前、農村の問題は民間および政府から高く注目されていた。キリスト教
会は中国農村建設運動の先駆であるが、30年代初期にも農村に関わり、農村建設運動を行っ
た。日本のキリスト教運動は、現代伝教運動の中でも都市を中心としていることで有名であっ
たが、しかし、20年代にはその関心がついに農村へと向かった。賀川は日本の農村での伝教お
よび農村社会の改造の両方面においていずれもリーダー的な役割を発揮したが、その思想と事
業は自然と中国教会からも注目された。賀川が行った農村事業のうち最も意義のあったものは
農民福音学校であるが、これは日本のキリスト教運動に対する最も重要な貢献であったと考え
られている。中華全国キリスト教協進会農村幹事・張福良は、何度も文章を発表してこのこと
を紹介している33）。農民福音学校は賀川が丹麦民衆学校に啓発されて建てたもので、1931年ま
でには日本にすでに40ものこのような学校があった。農民福音学校の目的はキリスト教農村リ
ーダーを養成することであり、入校してくる学生はすべて農民で、その大部分は年齢が20－25
歳であった。どの学生も寝食をともにし、可能であるならば、先生も寝食をともにした。学期
の長さも一定ではなく、 3 日から 1 年まであったが、大部分は10日から 1 カ月であった。教師
はその土地の教会の牧師、キリスト教および社会の指導者、農業学校の先生などから採用して
いた34）。張福良は、この種の学校運営の方式を中国に取り入れたいと考えていたが、彼は国民
政府経済委員会に出向させられ、協進会はずっと能力ある農村幹事を欠いたままこの事業を促
進することとなった。
　20年代末より賀川は頻繁に訪中して講演したが、『教務雑誌』、『真理と生命』、『金陵神学誌』
などのような重要なキリスト教の定期刊行物や新聞各紙において賀川やその作品に対する紹介
がなされたり、賀川の重要な著作が翻訳され出版されたりしたため、彼の中国キリスト教界に
おける影響は日に日に増していった。彼の著作のうち少なくとも 6 冊は中国語に翻訳され、出
版されている。前述の『基督教社会主義論』が太平洋書店から出版されている以外、その他の
5 冊はすべて広学会から出版されている。この 5 冊とはそれぞれ『賀川豊彦証道談』（1929年
32） Ida Belle Lewis, “Kagawa: Prophet of Radiant Abandon”, The Chinese Recorder, 62 （1931）, p. 180.
33） 張福良「郷村教会平信徒訓練問題」、『中華帰主』、134期（1933年 3 月 1 日）、11頁。
34） “Peasant Gospel Schools in Japan”, The Chinese Recorder （Vol. 63, No. 9, September 1932）, pp. 591-
592.
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初版、1939年再版）、『魂の彫刻』（1932年）、『愛の科学』（1934初版、1939再版）、『神と新生命』
（1936年初版、1940年再版）、『友愛の協力経済学』（1940年）である。『愛の科学』はかつて広
学会の「最も影響力のあった翻訳作品賞」を獲得している。その頃は、至る所で賀川の出版物
が見られたが、このことは彼の中国キリスト教界における影響力の証である。
三、キリスト教平和主義者としての賀川豊彦
　既存の研究によれば、賀川豊彦が平和主義を主張し始めたのは、古くは彼の中学時代にまで
さかのぼることができるようであるが、彼はこの時すでに洗礼を受けて入信していた。この頃
はちょうど日露戦争期に当たり、彼が就学していた徳島中学では、学生が軍服を着ることが要
求され、また軍事訓練が必修となっていた。ある日、学生が全員で軍事訓練を行っていたとこ
ろ、賀川は手の中の武器を投げ捨て、自分は平和主義者であると宣言した。教官が彼に拾うよ
う命令したが、彼はそれを拒否したため、ひどく殴られた35）。1906年、彼は明治学院に入学し、
『徳島毎日新聞』上に「世界平和論」を発表した。この文章においては、カント、ヘーゲル、
マルクスの著作および当時の文献が引用されていたが、これは彼が平和主義の傾向を持ってい
たことを表している36）。1915年に、彼は『貧民心理の研究』という書を出版し、政府が膨大な
貧困層を顧みず、依然として多額の軍事費を支出していることを批判した。1917年にプリンス
トンから帰国して後、彼は『平和への道』という題目の著作を著し（1919年）、日本が21カ条
の要求を中国に強要したことを批判した。彼はその著作の中で、「剣を用いて得た平和など平
和ではない。我々を軍隊から離れさせよ。こうするより他、本当の平和への道はない」と懸命
に主張した37）。1924年、彼はタゴール、ガンジー、アインシュタイン、ロマン・ロランと共同
で「兵役廃止宣言」に署名し、翌年、国際連盟に提出した。20年代以降の賀川の平和主義方面
における努力は、主として組織者および公共の演説家といった身分で行われ、多くの民衆を引
きつけたが、特に中国やアメリカのような海外においては、彼は日本平和主義運動の指導者と
見なされていた38）。
　1927年 8 月、賀川は訪中した際に中日間の政治衝突および経済衝突に注目し、東三省（中国
東北部）に対する日本の野心に反対した。彼は、経済の難題を解決するには、科学の方法や実
地研究、教育指導を応用すべきであり、隣国の土地を侵略すべきではないと考えていた39）。
1928年 5 月、日本軍が山東で「済南惨案」を作成し、田中内閣がさらに一歩進んだ侵略政策を
35） Robert Schildgen前掲書、25頁。
36） Yuzo Ota前傾論文、173頁。
37） Ibid., p. 175.
38） Ibid., pp. 176-177.
39）『賀川豊彦評伝』、17-18頁。
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実施していることが明るみに出たが、これが賀川を大いに刺激した。 8 月に、彼は一群の平和
主義者とともに「全国非戦同盟」を組織し、彼が委員長を務め、パリ平和条約の実施、世界平
和の力の団結、軍事費削減、帝国主義教育反対などを含む十条の主張を宣言した40）。1930年 7
月に賀川は訪中して多数講演を行った。彼は中国の同志に対して日本の侵略行為を謝罪して次
のように述べた。「キリスト教は国際的であるため、私は一貫してキリスト教の国際主義を主
張してきた。私は日本をとても愛している。したがって、私はこの国家のために奉仕する。し
かし、私はこれまで自分もまた天国の子であることを忘れたことはない。私はまず神の子であ
り、そしてその後で日本の国民なのである」と41）。
　「満州事変」が起こった時、彼はちょうどアメリカから日本へと帰ってくる途中であった。
彼は日記帳に 2 篇の詩を書いたが、そのうち「気を揉む子供」と題された 1 篇は英語で書かれ、
次のような内容を含むものであった。「私はまた気を揉む子供となり、日本の罪をいっぱいに
背負い……中国に、世界に謝罪する」42）。1932年に、彼はまた類似の英語の詩を 1 篇書き、『教
務雑誌』に発表した。その題目は、「心痛める子供」（Child of an Aching Heart）であった43）。
同年 3 月、彼は自ら編集した『イエスの友』の中で日本の中国侵略に抗議する文章を発表した
ため、地方当局により拘留された44）。
　中国と日本のキリスト教界の相互交流を強化するため、1932年11月、中華全国キリスト教協
進会は慣例に従って代表者を派遣し、日本キリスト教協議会の年会に参加させた。中国の代表
は特に賀川と面会することを申し出たが、しかし、賀川は中日関係については何の意見も示さ
なかった45）。1933年 6 月、燕京大学、金陵女子大学および金陵神学院の中国人学生 3 名が組織
して日本を訪問したが、この訪問における重要な活動に賀川との会談があった。 6 月25日に彼
らは賀川豊彦と面会し、同時に賀川が司会を務める礼拝にも参加した。賀川は中国人学生に対
して彼が中国と日本との間で起こった事件に対して口を閉ざし何も言わない理由を説明した。
彼は次のように述べた。「自分が現在進むことのできる道は二つしかない。一つは監獄に入る
ことであり、もう一つは平和教育事業を創設することである」と。彼は、「日本が現在最初に
行うべきことは、悔い改めることである。日本は平和を破壊するという大罪を犯してしまった
ので、このことを永遠に忘れないようするため、徹底した平和教育により補わねばならない」
と考えていた。東三省の問題に関しては、賀川は次のように考えていた。「一時的に日本が手
に入れることになっても、決して日本に所有されてはならない。あの中国東省の移民の生活水
40）『賀川豊彦Ⅱ』、581頁。
41） A. P. Kepler, “The General Workers Conference of the Church of Christ in China”, The Chinese 
Recorder, Vol. 61 （1930）, p. 549.
42） Yuzo Ota, p. 177.
43） The Chinese Recorder, Vol. 63 （1932）, p. 308.
44） 『布道雑誌』五巻四期（1932年 7 月）、73頁。
45） L. H. R., “ A Visit to Japan”, The Chinese Recorder, Vol. 64 （1933）, p. 130. 
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準とたくましく堂々とした体格、とても日本国民の及びうるものではない。おまけに土地は寒
帯に当たり、とても日本国民の耐えうえるものではない。したがって、たとえ日本政府が高圧
な政策により人々を移転させても、決して長続きしないであろう」と。したがって、中国は焦
る必要はなく、唯一の活路はやはり経済と文化の競争であると彼は考えていた。賀川は中国の
武力による抗戦には賛成せず、「仮に中国が武力を用いて東省を奪回しようとしても、それは
まるで苦労しても功績のないようなものであり、犠牲をもたらすだけだ」と考えていた。そし
て、彼は、「中華民族の特色は他者を同化させる力が非常に強いことだ。したがって、日本か
らの文化侵略に対して恐れる必要はない」と述べている。中国人学生は賀川の態度にいささか
困惑し、不満さえ覚えた46）。中国人学生の代表の一人である張雪岩は、賀川はイエスが十字架
へと進んでいった勇気を学ぶべきであり、民衆の教育に生きることを選択すべきではないと考
え、「死ぬかどうかはまだ決まっていません。―たとえ非戦のために命を犠牲にしたとして
も、各国の平和のために闘っている青年の心を大いに動かすことができます。このような影響
もまた演じれば演じるほど激しくなり、最後には平和の天国が人間界で実現するに至るでしょ
う」と述べている47）。このような詰問は度を越してはいるが、しかし、賀川にとっては間違い
なく非常に大きなプレッシャーとなった。
　1934年 3 月、賀川はフィリピンを訪問した後、帰国の際に中国に立ち寄り、香港、広州およ
び上海に10日間滞在し、そこで多くの講演を行った。毎回正式に講演する前に、彼は必ず最初
に聴衆に向かって日本の軍閥が中国に対して危害を加えたことを謝罪し、彼らに許しを求め
た48）。また、 3 月11日に彼は上海で『愛の科学』中国語版の出版記念式典に出席した。彼が中
国語版のために書いた序文もまた懺悔の気持ちに満ちていた。
「私は非常にやりきれない気持ちでいっぱいです。というのも、我々日本人は中国に対し
て絶え間なく愛の法則を破壊しているからです。私は日本を愛するのと同じように中国を
愛しており、また中国に早く平和の日々が訪れるようずっと祈っております。……たとえ
私が日本の代わりに百万回謝罪しても、日本の罪を謝り尽くせないでしょう。……私自身
に日本の軍閥を説得する力がないことを恥じています。……私を許して下さい、かつて孔
子と墨子を輩出した国民の皆さん、日本民族もいつか最後には鉄砲を捨て十字架の愛の上
で目が覚めるでしょう。今、私は謝罪すること以外、何も考えていません。もし中国の同
志の皆さんがこの本を開き一読する時、日本にも私のように懺悔の気持ちで謝罪を懇願し
ている多くの若き魂がいることを忘れないで下さい」49）。
46） 張雪岩「東瀛帰来」、『金陵神学志』15巻 8 期（1933年10月）、30-31頁。この訪問に関する報告は、
“Editorial”, The Chinese Recorder, Vol. 64 （1933）, pp. 697-698にも見える。
47） 張雪岩「東瀛帰来」、31頁。
48） “Dr. Kagawa Visits Canton”, The Chinese Recorder, Vol. 65 （1934）, p. 339. 
49） 賀川豊彦著、兪康徳訳『愛的科学』（上海：広学会、1934年）、 1 - 2 頁。
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　「七七」事変が勃発した後、日本政府は全国民が戦争に参加するという国民精神総動員を実
行することを決定し、全国の民衆および各組織の支持を要求した。1937年 7 月、日本キリスト
教協議会は直ちに30人からなる特別委員会を設置し、四つの声明を決定した。その内容には、
「帝国の軍隊に対して労をねぎらうため、我々は彼らを慰問する措置を講じることにする」と
いうものが含まれていた50）。この声明が示す立場は、明らかに平和主義の信仰から相当かけ離
れている。日本教会はこの時すでに集団による立場の転向を開始しており、キリスト教徒の中
には神道とキリスト教を緊密に結びつけようと試みる者もいた。
　このような状況の下、賀川は1938年に『日本キリスト教年鑑』にて文章を発表し、日本教会
が完全に民族主義に陥ってしまったことを批判し、また、キリスト教は愛の宗教として、本
来、情熱と魅力とに満ちあふれているべきであるが、しかし、現在は氷のように冷たく変わっ
ており、人には嫌悪感を抱かせ、神の信仰の活力と独自性とを完全に失ってしまっていると指
摘した。彼は、多くのキリスト教組織はすでに「極端な民族主義へと変わって」おり、平和主
義運動は人々にあざ笑われ、軍の行動や声明に反対するいかなる言論も法律により禁止され、
新聞や雑誌には「平和」の二字でさえ表すことができなくなっている51）ことに気付いた。この
文章は民族主義を責める文章に当たり、賀川に憲兵に逮捕されるという危険を被らせた。この
頃、さらに平和主義を提唱することは、明らかにもはや時宜に適っていないことであった。
　1940年 8 月25日、賀川は憲兵に逮捕された。その直接の原因は、彼がアメリカの宗教組織に
対して反戦の文章を送ったため、および彼が日本の中国に対する侵略を批判したためであっ
た。この知らせは宣教師により即座に海外へと伝えられたが、これにより彼はやはり確固たる
平和主義者であることが人々に示された。 9 月13日、彼は早くも釈放された52）。
　1941年に太平洋戦争が勃発した後、賀川の戦争に対する態度に大きな変化が起こった。彼は
平和主義の立場を放棄したのである。賀川の眼の中では、日本はすでに侵略された弱小国家と
なっており、日本が中国を侵略したことには依然として反対していたが、しかし、日本とアメ
リカおよびイギリスとの間の戦争は正義であると考えるようになった。1943年 5 月、彼は反戦
および社会思想宣伝の嫌疑がかけられたため、捕えられ訊問された。11月に賀川は再び捕えら
れ、その後、彼はもはや平和主義者ではないと宣言し、世界反戦連盟および日本唯愛社から脱
退した。賀川は次のように述べている。「最も熱心な平和主義者は、チャーチルとルーズベル
トが協力して日本、すなわちこの東洋で唯一独立を保っている国家を壊すのを目にした後に
は、再び以前の信仰を保つことなどできないであろう」と。また、次のようにも述べている。
「私はすでに決心している。たとえ他の日本人がみな死去し、私だけが生き残ろうとも、私は
50） “Church of Japan in War Time”, The Chinese Recorder, Vol. 68 （1937）, p. 658.
51） Kagawa Toyohiko, “The Church and Present Trends”, Japan Christian Year Book, Vol. 36 （1938）, pp. 
170-171.
52） Yuzo Ota, p. 178.
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続けて日本を防衛し、独立と自由とを東洋から消失させないようにするであろう」53）と。
　戦争期にも、賀川はなお 4 度中国へと赴き布教講演を行ったが、講演の内容は、「大東亜聖
戦」期間中、中国および日本のキリスト教徒は協力すべきであるなどといったことに他ならな
かった。賀川と深い交流のあったアメリカの宣教師ベイカー（Richard Terrill Baker）の話に
よれば、賀川は公開の場合、日本はアジアのすべての国家を西洋の植民統治から解放する手助
けをしたと言っていたが、しかし、個人的な会談においては、彼は依然として日本が中国を侵
略したことに対して遺憾の意を表していたようである54）。
　賀川豊彦はたしかに戦争期に把握しがたいほどの多面的な様相を呈しており、中日戦争と太
平洋戦争の前後では、彼の中国とアメリカに対する態度および平和主義に対する立場はともに
大きく違っていた。彼の人格表現はどうも矛盾に満ちていたようであった。このような矛盾
は、1939年 1 月14日の彼とインドのマハトマ・ガンジーとの会談においても見られた。ガンジ
ーが賀川に日本の中国に対する戦争についてどのように対処されますかと質問したところ、賀
川は、「あなたがもし私の立場に立ったならば、どうされますか」と答えた。そこで、ガンジ
ーは、「私なら私の意見を公然と発表し、その後喜んで銃殺刑を待つでしょう。私は天秤の片
方に生活協同組合とあなたの事業すべてを載せ、もう一方に貴国の栄誉を載せますが、もしあ
なたが国家の栄誉がちょうど売りに出されていることを知っていらっしゃるならば、私はあな
たに日本の観点に反対するよう宣言して、あなた自身の死を通じて日本を復活させることを提
案致します。これは私のあなたに対する要求です。しかし、ここまでやるには決心しなければ
なりません」と答えた。しかし、賀川は、「私はもう死ぬ準備はできていますが、友人が私に
このようにしてはならないと要求しているのです」と答え55）、結局ガンジーの提案に従わず、
民族主義に屈服し、戦争を支持する道へと進んでいった。したがって、日本の学者・大田は、
賀川の平和主義について、「一貫性が無く、また堅強でもない。ただ平和主義に傾斜している
としか言えない」と批評している。彼の考えによると、これは賀川の戦争期における日和見主
義（opportunism）がその原因となっているようである56）。
　筆者が思うに、もし戦争期の日本政府によるキリスト教および平和主義運動に対する厳格な
制限、さらには迫害というものを考慮するならば、賀川が民族主義に「降参」したことをより
一層同情的に理解することができるかもしれない。ベイカーは1947年に早くも賀川の「裏切り」
に対して極力解釈を加え弁護している。彼は、賀川は戦争期に当時勢いの盛んであったいかな
53） Ibid., p. 191.
54） Richard Terrill Baker, Darkness of the Sun: The Story of Christianity in the Japanese Empire （New 
York: Abingdon-Cokesbury Press, 1947）, p. 147.
55） Mohandas Karamchand Gandhi, The Collect Works of Mahatma Gandhi, 90 vol., New Delhi: The 
Publications Division, Ministry of Information and Broadcasting, Government of India, 1977, vol. 68, p. 
295. Robert Schildgenの著書、294頁から転用している。
56） Yuzo Ota, p. 197.
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る愛国組織にも参加していなかったという事実を掲げている。また、賀川の戦争期の行動はす
べて教会全体が政府の干渉から避けるためのものであるとも考えていた。賀川は眼前には二つ
の道しかないことを彼自身承知していた。一つは殉職であり、もう一つは可能な限り屈服せ
ず、生きて教会の重責を担うなどして、続けて仕事を行うことである。賀川は後者を選択した
のである。その理由は、日本教会はまだ非常に脆弱であり、（政府により）何の情け容赦もな
く抑圧されていたからである。もし、彼がさらに反抗していたならば、きっと1600年の大迫
害57）のようなことが起こっていたであろう。
　我々はただ、賀川は決して絶対的な平和主義者ではなく、いかなる政治状況下においても必
ず平和主義の思想を行動に移せるわけではないと言うことしかできない。まして、彼が永久の
平和主義を実現するに対して彼独特の考え、すなわち経済協力運動という方法により世界平和
を推進するという考えを持っていたとなればなおさらのことである。彼は「愛の社会主義運動」
を経済協力の上で実行したが、これこそが彼が提唱した「キリスト教の協力運動」であり、ま
たこの協力により永久の世界平和を促進することを望んでいたのである。賀川は1936年にアメ
リカで出版されたBrotherhood Economicsという著書の中で集中して説明している。彼の言う
協力運動とは一般的な経済協力運動とはまた異なる。彼が提唱したのは、「愛の精神に満ちた
協力運動」である。したがって1940年に出版された中国語版の題名は『友愛の協力経済学』と
なっている。賀川によると、もし各国が商業上密接に関連し、さらに国際経済会議を設立して
協議するならば、国際的協力運動組織も大きく進歩し、国際協力社を設立することができ、国
際協力により世界平和を獲得することができるであろう58）、とのことである。世界平和を経済
の基礎および国際的な提携の上に築く、これこそがまさに賀川の平和主義理論の特色である。
四、結語
　以上のことから、賀川は中国において非常に高い知名度を有し、多くの宣教師および中国教
会の教会員から敬慕されていたということが分かる。日本の著名な牧師・渡辺善太は賀川を「畏
友」と呼んでいた。なぜならば、賀川は「教会の福音宣教」という路線と「教会外の社会活動」
という路線を入り混じらせずに合体させ、両者それぞれの本質を保つことができたからであ
る。また彼は世を去るまでずっと両者の理論を研究したのみならず、全力を尽くして始終徹底
して行い、死んでも変えなかったからである59）。これは間違いなく賀川の人並み外れている部
分である。『教務雑誌』に賀川とガンジー、孫中山を「現代東洋の三哲人」と並び称している
文章が見られる。この作者である宣教師は賀川を次のように評価している。「彼は全世界の教
57） Baker, p. 156.
58） 賀川豊彦著、許無愁・程伯群訳『友愛的合作経済学』（上海：広学会、1940年）、145頁。
59） 『賀川豊彦伝』序一。
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会の指導者を羨望させまた悲しませた人である。彼が現在行っていることは、我々がまさに行
うべきことではあるが、しかしいったいどのようにしたら他の者が彼のような多芸多才の天賦
を身につけられるであろうか」と60）。賀川は神学者ではない。かつて「神学無用論」を主張し
たこともあるぐらいである。しかし彼は豊かな創造性を有する思想家であった。また彼は同時
に視線を下に向けて仕事を着実に行う者でもあった。彼を基準として当時の中国教会に目を向
けてみると、彼の右に出ることができる者は間違いなく一人もいないであろう。このことから
考えても、宣教師が中国にも賀川のような指導者にふさわしい人物が現れるのを希望すると何
度も訴えかけるのも、なるほど不思議ではないのである。
　解せないのは、当時非常に評判の良かった中国の布教家に宋尚節という者がいたが、その神
学の立場は賀川とははるかに違っていたにも関わらず、彼は当時「日本の賀川豊彦」と見なさ
れていた61）ことである。1931年 1 月15日、賀川は滬江大学にて講演を行ったが、主催者は宋尚
節も会議に参加するよう招待した。宋尚節は晏陽初の農村建設運動を視察するため華北へと行
き、その帰途にちょうど上海を通ったのであった。謝頌羔が宋尚節を賀川に紹介した時、賀川
は宋尚節に 4 年前に農民福音学校を建設し、農芸化学や共産協力史を教え、すでに50名の者を
訓練して各村に農村の指導者として散居させていることを話した。これに対して、宋尚節は、
「1930年に300名の伝道者を訓練し、その際もっぱら霊性復興運動の方面を重視しましたが、あ
なたは主旨に合っていると思われますか」と返した。賀川は、この問題については返答せず、
宋尚節は平民教育を提唱すべきだと考えた。賀川豊彦がこの時講演したのは、「十字架は日本
改良の助けとなる」というものであった。宋尚節は祈祷会を主宰するよう依頼されていたが、
彼の講演題目は「イエスの宝血は力を有す」、「十字架の効能」および「復活が聖霊により満た
されることの必要性」であった。宋尚節は自らの講演が聴衆の好みに合わないことをよく理解
し、自ら退くことを告げて、「私は我が主の宝血により浄化していただいたので、アメリカに
いた時のようにもっともらしいが間違っている社会福音を話すようなことは二度とできない」
と述べた62）。全体的に言うと、根本主義の信徒たちは、賀川の布教には宗教情報が欠乏してい
ると考え、彼が講じるキリスト教社会主義に対して非常に反感を感じていたのであった。
　賀川は日本では超級の偉大な人物であり、光を四方に放つほどであるが、しかし、主流派教
会は彼のことを認めていない。賀川は日本の教会史上、論争の絶えない人物で、彼に対しては
賛否両論ある。彼は労働運動を組織したので、彼のことを「赤色分子」であると考える者もい
れば、彼の教会観は当てにならないと考える者もいる。また、彼は社会運動に積極的に参加し
60） Paul G. Hayes, “Wise Men from the Modern East”, The Chinese Recorder, 64 （1933）, p. 770.
61） 劉翼凌『宋尚節伝』（香港：福音証主教会、1995年 7 月）、330頁。
62） 宋尚節「霊歴集光」、インターネット上にてhttp://www.livingwater4u.com/reader/b_lljg/lljg-401.htm
を閲読した。
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ていたので、保守教会からは「悪魔」だと思われていた63）。一方で、賀川は暴力的な革命に反
対していたので、左派の教会員からは非難され、彼らと決別せざるを得なかった。彼の生涯に
は常に支持する者と批判する者とがいた。　
　賀川は中国教会界において非常に高い知名度を有していたが、それは一方で彼個人が備え持
つ群を抜くほどの魅力にかなりの程度帰結される。この魅力は、彼個人の悲劇的な経歴（卑賎
の出身、肺疾患、痩せて弱々しい体、貧民窟への移住、警察による多数の逮捕）、青春かつ明
朗な性格、百科全書のような天才的頭脳、新奇な構想、根気強く続ける実践などから来るもの
である64）。また、一方で、賀川の思想と実践が中国教会にキリスト教と社会運動について考え
る上での理論資源を提供し、それが当時の教会の積極的に社会問題に応対しようとする需要に
合致したからである。ただし、注意しなければならないのは、ただ社会福音を主張した教会お
よび信徒だけが賀川の理論を信服したのであり、彼の中国教会に対する影響が見られたのもま
た主として思想の方面においてであった。
　（本稿執筆に当たっては、華中師範大学客員教授・加藤実牧師、明治学院大学・渡辺祐
子教授、関西大学・陶徳民教授、日本東京賀川豊彦記念松沢資料館館長・加山久夫教授、
米沢和一郎氏、杉浦秀典氏からのご指摘あるいは資料のご贈呈を賜った。ここに謹んで感
謝の意を申し上げる次第である。）
63） 『賀川豊彦伝』、173頁。
64） 同上、128-134頁。
